
面麗議議議議盤調事件や事故、災害から子どもを守

るため、安全な教育環境の整備に取

り組む学校を認証する制度「セーフ

ティプロモーションスクール (SP 

S) Jが注目されている。昨年3月

にSPSに認証された東京都台東区

立金竜小学校を訪ねた。

生
活
・
災
害
・
交
通
の

3
分
野

継
続
的
な
取
り
組
み
を
評
価

「
緊
急
地
震
速
報
/
」
|
|

休
み
時
聞
に
突
然
、
警
報
音
が

鳴
り
響
く
と
、
外
で
遊
ん
で
い

た
児
童
は
、
す
ぐ
に
校
庭
の
中

央
に
集
ま
り
始
め
た
。
校
舎
内

に
い
た
児
童
も
自
発
的
に
頭
を

守
る
姿
勢
を
取
る
。

こ
れ
は
金
竜
小
で
今
年
2
月

に
行
わ
れ
た
、

H

抜
き
打
ち
避

難
訓
練
H

の
様
子
だ
。
「
こ
う

し
た
訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
る

の
で
、
児
童
た
ち
も
自
発
的
に

避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
、
同
校
の
古

谷
尚
律
校
長
は
説
明
す
る
。

金
竜
小
が
、
安
全
な
学
校
づ

く
り
を
重
視
し
始
め
た
の
は
、

2
0
1
1年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
が
き
っ
か
け
。
そ
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が

S
P
Sの
認
証
だ
っ
た
。

s
p
Sは
、
大
阪
教
育
大
学

付
属
池
田
小
学
校
で
児
童
8
人

が
犠
牲
と
な
っ
た
事
件
(
旧
年
)

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
同
大
の
藤

田
大
輔
教
授
が
世
界
保
健
機
関

(
W
H
O
)
の
地
域
安
全
推
進

協
働
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
国
際
規

格
を
参
考
に
し
な
が
ら
創
設
し

た
制
度
だ
。
七
つ
の
指
標
に
基

づ
い
た
安
全
推
進
の
取
り
組
み

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
学

金竜小学校の校内一斉安全点検で遊具の確認を行う
教職員(同校提供)

校
を
、
同
大
の
日
本
セ
ー
フ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

協
議
会
が
認
証
す
る
。

認
証
に
必
要
な
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
は
、
校
内
に
「
学

校
安
全
委
員
会
」
を
設
置
し
、

同
協
議
会
の
研
修
を
受
け
た
学

校
安
全
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
。
「
生
活
」
「
災
害
」
「
交
通
」

の
3
分
野
で
中
長
期
的
な
計
画

や
目
標
の
達
成
に
取
り
組
み
、

そ
の
結
果
を
年
ご
と
に
分
析
。

次
年
度
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

金
竜
小
で
も
、

S
P
Sの
指

標
に
基
づ
き
、
防
災
や
不
審
者

対
策
、
事
故
の
防
止
策
な
ど
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

4
月
3
日
を
「
金
竜
安
全
の
日
」

と
定
め
、
毎
年
、
全
教
職
員
で

校
内
一
斉
安
全
点
検
や
ア
レ
ル

s
p
Sは

H

け
が
や
事
故

が
全
く
起
き
な
い
学
校
H

を

認
証
す
る
も
の
で
は
な
く
、

安
全
に
向
け
包
括
的
・
持
続

的
に
取
り
組
め
る
体
制
が
整

っ
て
い
る
学
校
を
認
証
す
る

子どもたちが安心して学べる

環境づくりを進めるため、公明

党はSPSの普及を推進してい

る。

昨年3月には、石川ひろたか

参院議員(参院選予定候補=大

阪選挙区)と浮島智子衆院議員

らが、当時、認証を申請中の大

阪教育大付属池田小を視察【写

真】。その後、国会質問で浮島

さんがSPSを先進事例として

取り上げるなど、認証取得の後

押しを政府に働き掛けている。

ギ
1
対
応
の
研
修
を
行
っ
て
い

る
(
今
年
は
4
日
に
実
施
)
。

実
施
校
で
事
故
が

減
少
す
る
成
果
も

月
期
の
7
0
3件
か
ら
日
年
同

期
に
は
5
2
8件
と
な
り
、
約

お
%
も
減
少
し
た
。

同
校
の
安
全
対
策
を
統
括
す

亀
寄
主
幹
教
諭
は
「
子
ど

も
の
け
が
が
減
る
こ
と
で
、
教

-
職
員
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
時

間
も
減
り
ま
レ
た
」
と
話
す
。

s
p
Sの
認
証
校
は
現
在
、

金
竜
小
の
ほ
か
、
大
阪
教
育
大

付
属
池
田
小
な
ど
4
校
だ
が
、

大
阪
府
や
宮
城
、
高
知
の
各
県

こ
う
し
た
S
P
Sの
取
り
組

み
の
成
果
が
出
始
め
て
い
る
。

児
童
の
外
傷
を
防
ぐ
た
め
、
つ

ま
ず
き
ゃ
す
い
段
差
に
着
色
し

て
注
意
を
促
す
と
い
っ
た
工
夫

を
し
た
結
果
、
外
傷
の
発
生
件

数
は
比
較
可
能
な
日
年

4
i
m

な
ど
数
十
校
で
認
証
に
向
け
た

活
動
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

国
も
普
及
を
後
押
し
し
て
い

る
。
政
府
が
同
年
度
予
算
に
盛

り
込
ん
だ
補
助
金
事
業
(
防
災

教
育
を
中
心
と
し
た
実
践
的
安

全
教
育
総
合
支
援
事
業
)
の
中

で
、
学
校
の
安
全
対
策
の
先
進

事
例
と
し
て
S
P
Sを
初
め
て

明
示
。
認
証
取
得
に
掛
か
る
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

大阪教 育大学藤田大輔教授

在
的
な
危
険
性
を
減
ら
す
こ

と
に
、
大
き
な
意
味
が
あ
り

ま
す
。公

明
党
の
推
進
に
よ
り
、

s
p
Sが
国
か

潜

在

的

な

危

険

性

を

減

ら

し

子

ど

も

守

る

ら

先

進

事

例

と
し
て
明
示
さ
れ

た
こ
と
は
、
大
変
に
あ
り
が

た
い
。
今
後
も
、

s
p
Sの

普
及
に
向
け
た
後
押
し
を
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す。

制
度
で
す
。

現
在
、
多
く
の
学
校
の
安

全
管
理
体
制
は
、
個
別
の
分

野
ご
と
に
進
め
ら
れ
て
い
る

に 4、と
起さ実言
きな際え
て事はま
い件ぷす

李主勇
そほま
う頻日132
し繁官、

傾
向
が
あ
り
、

S
P
Sの
認

証
は
、
そ
う
し
た
弱
点
を
克

服
し
、
子
ど
も
の
安
全
を
守

る
シ
ス
テ
ム

m

つ
く
り
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
だ

た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
積

み
重
ね
の
中
か
ら
、
重
大
な

事
件
・
事
故
が
発
生
す
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

s
p

S
の
活
動
に
よ
り
、
そ
の
潜
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